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研究成果の概要 

本研究は、ソ連経済とソ連の都市経済の発展・変遷、ならびにロシア市場経済とロシアの都市経済

の発展・変遷との間の相関関係を明らかにすることを目的としている。本研究では、北海道大学付

属図書館、同スラブ・ユーラシア研究センターに所蔵されている中村泰三文庫を中心に、ソ連都市

開発、住宅建設に関連する資料、法令等およびロシア都市開発や都市問題に関する最新の新聞や学

術雑誌の関連記事・論文の収集とサーベイに着手した。本助成等による出張で、中村泰三文庫のソ

連時代の都市開発、地理学、住宅建設に関する資料のかなりの部分を収集することができた。今後

は、新聞資料にも着目して収集を続ける予定である。ソ連およびロシア時代の旧ソ連諸国を中心と

した国々からの労働移民流入によって都市経済の諸相がどう変わるかについて、歴史資料と現代の

資料を収集し、その成果の一部を研究論文および研究集会発表で披露した。また、2020 年のコロ

ナ禍の拡大と移民労働者の居住環境というテーマでロシアの国際学会でオンライン発表を行った。 

本研究助成による研究着手によって、令和 3 年度科研費基盤研究（C）に応募した結果、無事採択

され 5年間の助成研究が実現可能となった。 
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